
＼

′

)

　

　

　

　

+

J

J

.

議
案
第
四
十
四
号

J
専
決
処
分
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
-
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
1
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
別
儀
の

/

と
お
り
専
決
処
分
を
,
 
J
た
の
で
,
_
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
'
こ
れ
を
本
議
会
に
報
昔
し
て
承
認

を
求
め
る
｡

′

平
成
三
年
五
月
八
日

三

朝

.

町

長

　

安

　

　

田

其

　

　

1

　

　

郎

平
成
苦
言
八
日
東
泉
乳
酪

三
朝
町
観
各
級
長
安
井
由
縁



i

:

　

　

　

　

　

　

E

;

二

専
決
第
1
　
号
･

専
決
処
分
毒

地
方
自
治
法
(
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
′
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
＼

三
朝
町
税
条
例
の
1
細
を
改
･
t
4
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
次
の
と
お
り
専
決
処
分
す
る
.

平
成
三
年
三
月
三
十
日

三

朝

町

長

　

安

　

　

田

　

　

真

　

丁

　

郎

ヽ

■

i
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I

.

　

　

　

　

　

　

■

J

 

L

三
働
町
条
例
第
十
五
号

三
朝
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

･
三
朝
町
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
八
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
0

第
二
十
四
条
第
二
項
申
-
乗
じ
て
得
た
金
額
｣
の
下
に
｢
(
そ
の
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

j
F

場
合
に
は
,
当
該
金
額
に
三
万
二
千
円
を
加
井
し
た
金
額
)
｣
を
加
え
る
｡
　
　
　
　
一

第

三

十

四

条

の

二

申

.

 

r

第

十

項

｣

を

｢

第

十

一

項

｣

に

,

｢

璽

ハ

項

｣

を

｢

第

七

項

｣

に

改

め

る

｡

　

　

　

-

第
三
十
四
条
の
三
第
1
項
の
表
及
び
第
五
十
三
条
の
四
の
象
中
r
雪
1
+
万
円
｣
を
言
六
十
万
円
1
に
'
｢
五
首

万

円

｣

を

　

｢

五

百

五

十

万

円

｣

　

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

′
/

第
六
十
三
条
申
｢
十
五
万
円
｣
を
｢
三
十
万
円
｣
に
,
｢
八
万
円
1
を
｢
二
十
万
円
｣
に
,
言
万
円
｣
を
盲
五

＼

十
万
円
｣
　
に
改
め
る
｡

/

第
八
十
二
条
第
毒
二
中
｢
で
あ
る
も
の
｣
の
下
に
｢
及
び
側
面
が
構
造
上
開
放
さ
れ
て
い
る
車
重
を
備
え
'
か
つ
'

輪
距
が
0
･
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
三
輪
の
も
の
｣
を
加
え
る
0

第
警
手
妄
第
二
項
中
二
月
盲
｣
を
｢
,
昭
和
四
十
四
竺
月
盲
(
令
第
五
十
西
条
の
十
一
第
毒
に
掲

げ
る
土
地
に
あ
っ
て
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
盲
､
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
土
地
に
あ
.
っ
て
は
昭
和
四
十
八
年
七
月
1

日
)
前
に
取
得
し
た
も
の
及
び
法
第
五
百
九
十
九
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
的
付
す
べ
き
日
の
属
す
る
年
の
1
月

●

言
に
票
て
観
市
計
画
法
(
略
和
四
十
三
年
法
律
第
首
号
)
第
七
条
第
毒
に
規
定
す
る
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す

′

■
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ヽ

る
土
地
以
外
の
土
地
で
同
日
｣
　
に
改
め
る
｡

附

則

第

五

条

第

壷

中

｢

九

万

円

｣

を

｢

十

五

万

円

｣

に

改

め

る

｡

　

　

　

.

附
則
第
八
粂
第
一
項
中
r
平
成
三
年
空
を
｢
平
成
八
年
空
に
改
め
る
｡

附
則
等
表
の
見
瞥
中
｢
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
毒
-
で
｣
を
壷
成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
誓

∫

で

｣

に

改

め

る

｡

､

附
則
第
十
二
条
の
見
出
し
中
｢
昭
和
六
十
三
年
-
ら
平
成
二
年
-
で
｣
を
｢
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
雪

で
J
に
改
め
,
同
条
中
｢
昭
票
十
三
年
-
ら
平
成
二
年
-
で
｣
を
｢
平
成
三
年
度
か
喜
成
五
年
雷
で
｣
に
､

｢
上
欄
｣
を
｢
上
棟
に
掲
げ
る
用
途
等
の
区
分
及
び
同
義
の
中
林
｣
に
改
め
,
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡
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二

附
則
第
十
三
条
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
申
｢
昭
和
六
十
三
年
-
ら
平
成
二
年
度
ま
で
｣
を
｢
平
成
三
年
慧
ら
平

/

＼

成
五
年
ま
ま
で
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
宝
条
の
二
#
1
項
申
｢
第
六
十
妄
-
項
に
遷
す
-
宅
用
地
｣
を
｢
法
空
音
四
十
九
条
の
三
㌧

第
三
官
軍
九
条
の
三
の
二
,
附
則
竿
五
条
か
/
 
･
蒜
十
五
粂
竺
ま
f
J
,
第
三
十
八
条
第
五
項
若
し
ぐ
は
票
項
又

繕
第
三
十
九
条
芸
項
の
霊
の
通
用
が
あ
る
宅
地
等
｣
に
/
,
｢
昭
和
六
…
年
祭
ら
平
成
二
年
雪
で
｣
を
毒

一

ヽ

よ

■

/

　

(



Lニ
＼

卜

山　一汐　,

成
三
年
度
か
ら
平
成
五
年
鼓
ま
で
｣
に
改
め
る
｡

附
則
第
十
五
条
の
三
を
削
る
.
1

附
測
第
十
六
条
第
議
を
削
り
､
同
条
第
二
項
中
｢
平
成
元
年
-
及
び
平
成
二
年
度
分
｣
を
毒
成
三
年
莞
及

び
平
成
四
年
度
分
｣
に
改
め
,
｢
及
び
前
項
｣
を
削
り
､
同
項
の
表
中
前
項
の
項
を
削
り
,
同
条
第
二
項
を
同
条
第
一

項
と
L
t
　
同
条
第
三
項
を
削
る
｡

附
則
第
十
六
条
の
五
第
1
項
中
｢
平
成
五
年
度
｣
を
r
平
成
十
年
撃
に
改
め
る
0

附
則
第
十
七
条
第
表
中
｢
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
｣
を

言
分
の
六
の
税
率
を
適
用
し
て
｣
に
改
め
'
岡
垣
各
号
を
削
る
o

附
則
策
十
七
桑
の
二
第
表
中
r
平
成
四
年
撃
を
壷
成
九
年
撃
に
改
め
,
r
附
則
第
十
七
条
-
の
三
｣
を
｢
次

表
｣
に
改
め
､
｢
課
税
長
期
誠
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
町
民
税
の
所
得
割
の
額
は
,
前
条
第
一
項
各
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
,
当
霊
渡
に
係
る
課
慧
慧
渡
所
庵
金
-
育
分
の
四
に
相
当
す
る
撃
を
高
桑
の
空
音ヽ

′

′

用
に
つ
い
て
は
,
同
条
第
表
中
-
百
分
の
六
1
と
あ
る
瓜
は
,
言
分
の
三
･
四
-
に
改
め
'
同
条
第
二
項
申

｢
平
成
四
年
度
｣
を
｢
平
成
九
年
要
に
改
め
二
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
町
民
慧
所

-

得
撃
を
削
り
,
r
附
則
第
三
十
四
条
の
二
イ
第
七
項
｣
を
r
附
則
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
｣
這
改
め
へ
同
条
第
三
項

を

削

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

附
則
第
十
七
桑
の
三
第
表
中
垂
二
十
表
の
四
竺
項
1
を
F
第
三
十
表
の
三
′
第
表
｣
に
t
 
r
に
係
る
附

t

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

I

I

L

l

ノ

･

J

　

　

　

　

　

　

　

･

F

世,

"

I

,

　

　

･

)

.

'

r
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L

J
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ノ

小

.

　

　

　

　

　

1

i

)

/　ー

y

　

嶺

1

.

書

　

　

一

.

]

p

　

.

-

則
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
,
同
条
第
一
項
第
毒
中
｢
百
分
の
四
｣
と
あ
p
 
T
O
G
は
-
 
｢
百
分
の
二
･
七
｣

と
､
′
同
項
第
二
号
イ
中
｢
百
六
十
万
円
｣
壱
あ
る
の
は
-
八
万
円
｣
と
､
同
号
口
中
言
分
の
五
･
五
｣
と
あ
る
の

は
言
分
の
三
･
四
:
を
､
｢
に
つ
い
て
は
､
附
則
第
十
七
条
第
毒
の
規
定
に
よ
り
当
該
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税

長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
課
す
る
町
民
税
の
所
得
割
の
額
は
,
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号

に
･
定
め
る
金
額
に
相
当
す
る
額
｣
に
改
め
'
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
｡

1
　
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
葦
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
当
該
課
税
長
期
譲
痩
竃
金
額
の
百
分
の
二
主

に
相
当
す
る
金
轡

I

二
　
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
が
六
千
万
両
を
超
え
る
場
今
次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

イ
百
六
十
二
万
円

口
　
当
該
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
か
ら
六
千
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
百
分
の
三
･
四
に
相
当
す
る
金
額

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
o
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附

　

則

(
施
行
期
日
)

第
妄
　
こ
の
条
例
は
､
平
成
三
年
四
月
盲
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
T
当
診
各
号
に

定
め
る
t
h
か
ら
施
行
す
る
0

.
E
!

1
　
附
則
第
十
七
条
の
二
の
改
正
規
定
及
び
階
恥
第
十
七
条
の
三
第
毒
の
改
正
規
定
(
｢
第
三
十
一
条
の
四
第
山

項
｣
を
｢
第
三
十
1
条
の
三
第
一
項
｣
に
改
め
る
瓢
分
に
限
る
｡
)
並
び
に
附
則
第
五
条
第
二
啄
及
び
第
三
項
の

規
定
　
平
成
四
年
四
月
1
日

二
　
附
則
第
十
七
条
竺
項
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
十
七
条
の
三
竺
項
の
改
正
規
軍
(
r
第
三
十
一
条
の
四
第

遠
｣
を
｢
第
三
十
表
の
三
第
蒜
｣
に
改
め
る
部
分
を
除
-
o
)
並
び
に
附
則
第
五
条
第
ム
項
及
び
第
四
項

の
規
定
　
平
成
五
年
現
月
二
｡

(
町
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
二
条
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
,
改
正
後
の
三
朝
町
税
条
例
(
以
下
-
新
条
例
j
と
い
う
O
＼
}
の
規
範
中

ヽ

個
人
の
町
民
税
に
関
す
る
部
分
は
､
平
成
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
､
平
成
l
一
年

＼

度
分
ま
で
の
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

2
　
新
条
例
の
規
定
申
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
t
(
新
森
例
第
五
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
い

う
や
以
下
こ
の
頃
か
ら
第
四
項
ま
で
.
に
お
い
て
同
じ
｡
)
寵
関
す
る
部
分
は
､
平
成
三
年
有
言
以
後
に
支
払
う

･

ノ

･

J

J
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吉
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L
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′■

)

べ
き
退
職
手
当
等
(
同
条
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
を
い
う
O
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
b
o
)
に
係
る
分
離
課
税

に
係
る
所
得
割
に
つ
い
て
適
用
し
､
岡
里
別
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
に
係
る
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
つ
い

て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

3
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
新
条
例
の
規
定
申
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
関
す
る
部
分
(
新
条
例
第
五
十
三

条
の
七
の
規
定
に
よ
る
鳩
別
徴
収
に
係
る
部
分
に
限
る
｡
)
紘
,
平
成
三
年
中
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
で
平
成

三
年
四
月
言
(
以
下
イ
施
行
日
｣
と
い
う
｡
)
以
後
に
支
払
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
t
て
適
用
し
'
同
年
中
に
支
払
う

べ
き
退
聴
手
当
等
で
施
行
日
前
に
支
払
わ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

㌔

4
　
平
成
三
年
中
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
で
施
行
日
前
に
支
払
わ
れ
た
も
の
に
つ
き
徴
収
さ
れ
た
分
離
課
税
に
係

る
所
得
割
ゐ
額
が
,
当
該
退
職
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て
新
条
例
の
規
定
申
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
に
関
す
る
部

分
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
分
離
課
税
に
採
る
所
得
割
の
額
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
-
 
｢
改
正
後
の
町
民
税
の
退

職
所
得
割
額
｣
と
い
う
｡
)
を
準
え
る
場
合
に
は
､
改
正
前
の
三
朝
町
税
条
例
(
以
下
r
旧
条
例
｣
と
い
う
.
)
第

五
十
一
二
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
納
入
申
告
書
に
､
改
正
後
の
町
民
税
の
退
職
所
得
割
額
が
記
載
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
過
約
に
係
る
痩
額
の
還
付
は
､
当
該
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
た
者
に
対
し
て

行
う
も
の
と
す
る
0

＼

5
義
項
前
段
に
規
定
す
る
場
合
に
は
,
平
成
三
年
中
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
で
施
行
日
以
降
に
支
払
わ
れ
る
も

■

芸
に
係
る
新
条
例
第
五
十
三
条
の
八
第
蒜
第
二
号
の
規
定
又
は
同
年
中
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当
等
に
係
る
新
森

ヽ

.

I

ヽ

　

　

-

｡

､

　

　

　

こ



..～ ･dL.こ

吋

　

　

　

　

　

と

｣

･

　

　

　

　

ご

例
第
五
十
三
条
の
十
二
第
遍
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
‥
し
れ
ら
の
規
定
中
｢
徴
収
さ
れ
た
又
-
ま
徴
収
さ
れ
る

べ
き
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
1
と
あ
る
の
は
,
｢
徴
収
さ
れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
分
離
課
税
に
係
る
所

得
割
の
楓
(
三
朝
町
税
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
条
例
(
平
成
三
年
~
三
朝
町
条
例
第
十
五
号
)
の
施
行
の
日
-
前
に
支

払
わ
れ
た
退
職
手
当
筆
に
あ
っ
て
は
,
同
条
例
附
則
第
二
粂
第
四
項
に
規
定
す
る
改
正
後
-
の
町
民
税
の
退
職
所
得
割

∫

額
)
　
｣
　
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
三
条
　
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
､
新
条
例
の
規
定
中
団
長
資
産
税
に
関
す
る
規
定
は
､
平
成
三
年
度
以
後

の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
適
用
し
,
平
成
二
年
度
分
ま
で
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
､
ノ
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
｡

2
　
平
成
三
年
度
分
の
箇
定
資
産
税
に
限
り
､
新
条
例
第
六
十
七
条
第
毒
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
同
項
中

l

r
四
月
言
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
｣
と
あ
る
の
は
､
二
五
月
盲
か
ら
五
月
三
十
言
ま
で
J
と
す
る
o
･
シ

3
　
平
成
三
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
,
新
条
例
第
七
十
完
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
同
条
中
r
盲
三

十

1

日

｣

と

あ

る

の

は

､

｢

四

月

二

十

日

｣

と

す

る

o

(
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
)
.

第
四
条
　
新
条
例
第
八
十
二
条
第
毒
二
及
び
附
則
第
十
六
条
の
規
定
は
､
平
成
三
年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
に
つ
.
 
I
_
 
～
,
若
し
､
篭
二
竃
分

･

l

,

･

1

.

.

,

 

I

_

ま
で
の
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
'
.
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡
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■

(
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
町
民
税
の
課
税
の
挿
例
等
に
関
す
る
経
過
措
置
)
･

第
五
廉
　
新
条
例
附
則
第
十
七
条
の
規
定
は
､
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
平
成
四
年
方
言
以
後
に
行
う
租
税
特
別

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
三
年
法
律
第
十
六
号
)
に
よ
.
る
改
正
後
の
担
税
特
別
措
匿
法
(
昭
和
三
十

′

二
年
法
律
第
1
1
十
六
号
0
第
四
項
に
お
い
て
｢
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
｣
と
い
う
｡
)
第
三
十
妄
第
蒜
に

規
定
す
る
土
地
等
又
は
建
物
等
の
譲
渡
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
､
所
得
割
の
納
執
義
務
者
が
同
月

前
に
行
っ
た
租
税
特
別
措
置
法
の
蒜
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
三
年
法
律
第
十
六
号
)
芯
よ
る
改
正
前
の
租
税
特

別
措
置
法
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
｢
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
｣
と
い
う
.
.
)
第
三
十
妄
第
1
項
に
規
定
す

る
土
地
等
又
は
建
物
等
の
譲
準
に
係
る
個
人
爪
苗
民
税
に
つ
い
て
は
'
な
お
重
刑
の
例
に
よ
f
Q
I
o
　
　
　
　
一

2
､
新
条
例
附
則
第
十
七
条
の
二
の
執
定
は
､
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
平
成
三
年
､
有
言
以
降
に
行
う
同
条
第
-

項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
嶺
渡
に
該
当
す
る
魂
渡
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
#
 
'
定
優
良
住
宅
地

等
予
定
地
の
､
た
め
の
譲
渡
に
該
当
す
る
譲
渡
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
'
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が

同
日
前
に
行
っ
た
旧
条
例
冊
則
第
十
七
条
の
二
第
1
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
七
め
の
譲
渡
に
該
当
す
る
譲

渡
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
す
る
譲
渡
に
係
る
個
人
｣
の
町

属
磯
に
つ
･
い
て
は
,
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
-
し
の
場
合
に
お
い
て
､
平
成
三
年
±
亘
二
十
言
ま
で
芯
行
う
こ

れ
ら
の
譲
渡
に
摩
る
新
条
例
附
則
第
十
七
条
の
二
の
軌
定
の
通
用
に
つ
い
て
は
'
同
灸
第
遍
中
r
前
秦
切
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
,
同
条
第
表
中
r
百
分
の
六
｣
と
あ
る
の
は
､
J
 
r
百
分
の
三
･
四
=
.
と
あ
る
の
は
｢
課
税
長

F

J
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■

♂

期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
町
民
税
の
所
得
割
の
額
は
,
前
条
第
遠
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
該

●

一

譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
の
百
分
の
三
･
四
に
相
当
す
る
額
｣
と
､
同
条
第
二
項
中
｢
譲
渡
所
得

.

-

一

に
｣
と
あ
る
の
は
｢
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
町
民
税
の
所
得
割
に
｣
と
す
る
｡

㌔

3
　
平
成
三
年
方
言
か
ら
同
年
三
月
三
十
盲
ま
で
の
問
に
行
う
新
条
例
附
則
第
十
七
条
の
l
嘉
1
項
に
規
定
す

る
慮
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
す
る
譲
渡
叉
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
9
･
･

た
め
の
譲
渡
に
該
当
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
,
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
三
号
又
は
第

四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
堵
こ
と
と
な
っ
た
土
地
等
d
譲
渡
に
つ
き
旧
条
例
附
則
第
十
七
条
讐
項
の
規
定

†

一

ー
(
改
重
刑
の
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
四
条
の
二
第
遠
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
特
別
控
除
額
の
控
除

に
係
る
部
分
に
限
る
｡
)
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
､
こ
れ
ら
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
'
当
該
優
良
住
宅
地
等
の
た
め

/
の
譲
渡
叉
は
確
定
優
良
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
挙
し
な
い
も
の
と
み
な
す
.
 
0

4
　
新
条
例
附
則
第
十
七
条
の
三
の
規
定
は
､
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
平
成
四
年
方
言
以
後
に
行
う
改
正
後
の

租
撹
特
別
措
置
法
第
三
十
完
の
三
第
毒
に
規
定
す
る
土
地
等
又
は
建
物
等
で
同
項
に
規
定
す
右
居
住
用
霊
に

該
当
す
る
も
の
の
譲
渡
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
､
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
岡
里
剛
に
行
っ
た
改

ヽ

]

i

き

正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
表
の
四
竺
項
に
規
定
す
る
土
地
等
叉
は
建
物
等
で
同
項
に
規
定
す
る
層
住
用

財
産
に
-
す
る
.
ち
の
の
-
に
係
る
個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
は
､
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
っ

ヽ
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＼
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(

三

朝

町

税

条

例

の

1

部

を

改

正

す

る

条

例

の

1

)

部

改

正

)

､

　

　

　

　

　

　

　

,

　

　

一

第
六
条
二
二
朝
町
腰
条
例
の
蒜
を
改
正
す
る
条
例
(
昭
和
五
十
七
年
三
朝
町
条
例
第
十
九
号
)
の
蒜
を
次
の
よ
う

u

に
改
正
す
る
｡

附
則
第
四
粂
第
二
項
中
｢
.
次
項
に
お
い
て
同
じ
O
｣
を
別
か
､
同
条
第
三
項
を
削
る
｡

･

l

,

　

　

　

　

　

　

)

.

I

)

.

1
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